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小黒菌核病菌のイネの穂への伝染経過

鈴木穂積弄・ 山口富夫器梼

（*北陸農業試験場・＊*農業技術研究所）

北陸においては最近数年間いもち病の発生が少発にと

どまっている反面，穂枯れ症の発生が増加する傾向にあ
る。その関与菌が主として稲ごま葉枯病菌であることは

他地域と同様であるが，小黒菌核病菌による場合がかな

りあることは，特異な発生相として興味ある問題であ
7）

る｡本菌は一般に菌核が伝染旗となり，水際部の葉鞘や

桿を侵し被害を生じるので，多くの研究はこの場面につ

いて行なわれてきた。これに対し，小黒菌核病菌による
3）’）

穂枯れ症については内海の発見記載があり，また茨木が
本菌のミゴに対する病原性を確認しているが，発雄牛熊

についてはほとんど研究が行なわれていない。筆者らは

1969年の発生実態と被害につき，先に本会報に報告した7）

が，1970年には穂への伝染経過につき，二，三の知見を
得たので報告する。

付藩高度を調査したところ，各区とも最高10～11cmで

あり，この場合葉裏に付着していることが多い。しかし

平均では3～4cmで葉節近くに付着しているものが多
かった。このときの草高は約35cmであった。

2稲体の部位別自然発病時期稲体の部位別に自然

発病はいつ頃から認められるかを知るために，6月から

旬ごとに9月中旬まで調査した。発病の確認は葉・ミゴ

では常法分離により，葉鞘では病徴観察によった。水面

に接する下葉では6月上旬からときどき菌が分離され
た。しかし，中・上位葉ではミゴに発病の認められる8

月下旬以降になってから分離される。葉鞘の水際部では

8月中旬から発病し，止葉葉鞘などの上位葉鞘では8月

下旬以降に発病を認めた。ミゴの発病も8月下旬以降に

なって認められた。

9月上旬から中旬の葉の発病状況を調査したところ，

止葉，次葉，3葉，4葉の発病葉率はそれぞれ20,81,

97,99％で次葉以下の葉に発生が多い。病斑はごま葉枯

病やいもち病の褐点型と見分けにくいので，一葉当り病

斑数は正確にはわからないが，次葉で平均約70コが形成

されていると考えられる。

葉鞘についても葉と同様に葉鞘位別に発病葉鞘率を調

査したところ，止葉葉鞘，次葉葉編3葉葉鞘，4葉葉

鞘それぞれ9，1，96，100％で，水際の3．4葉葉鞘

は発病率が高くまた次葉葉鞘より止葉葉鞘の発病率が高

い。このときのミゴの発病茎率は12％で，止葉葉鞘と同

程度の発病率を示していた。

ミゴと葉鞘とに胞子あるいは菌核を同時に接種する

と，ミゴより葉鞘の方が早く，容易に発病する。止葉葉

鞘の病斑が，ミゴ発病の伝染源になっているかどうかを

知るために，止葉葉鞘の発病の有無と，ミゴ発病の有無

との関係について調査した。得られた結果は第1表に示

すとおりである。

｜舵

I試験方法

自然下での伝染経過の調査は，北陸農試場内で昨年本

菌による穂枯れ症が多発した水田を選び行なった。供試

品種はホウネンワセで，施肥量は3要素をそれぞれ成分

鼠で4kg/10aである。この水田には回転捕集器，水平

静腫スライドを設睡し胞子採集を6月から9月まで行な

った。また高度2mの風速，降雨時刻についても調査し
た。

接種試験は1/5000aポットに品種ホウネンワセを栽植
し，施肥壁を3要素それぞれ0.3g/1ポットとした。接種
胞子濃度はZeissl5×10で1視野当り約20コである｡使
用胞子は中国農試式ぃもち菌胞子多量培養法に準じ，
オートミール培地に菌を移植し，7～10日後に気中菌糸

を洗い落し’25～28｡Cで，螢光燈下に2日間おき形成
させたものである。この方法は小黒菌核病菌の胞子多段
形成法としてもっとも簡便である。

’

Ⅱ伝染経過と伝染源

穂部への伝染源としては水面に浮く菌核とそこに形成
される胞子，稲体発病部位とそこに形成される胞子が考

えられる。そこでこれらの伝染源としての価値について
調査した。

1菌核水面に浮遊している菌核の稲体に付藩して

いる高さはどれくらいか知るために，6月18日に3.3nl2

当り30株，60株，120株の3栽植密度区で，水面からの

第1表止葉葉鞘発病とミゴ発病との関係
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この表からわかるるように，葉鞘が発病している事例

は少なかったが発病している場合にはミゴも大部分発病

していた。また止葉葉鞘が発病している場合にミゴが葉“

鞘に包まれているか，いないかによってミゴの発病が異

なるかどうかを調査したところ，ミゴの発病部位は葉節

と接している付近でもっとも多く，葉節より上位あるい

は葉鞘に包まれた部分の発病は少なかった。

3葉の病斑小黒菌核病菌による葉の病徴について

はこれまで記戦がないように思われた。そこで，接種に

よって病徴を観察したところ，次の3型が認められた。

①，大きさ1～2mm,茶褐色，中心に壊死点のある

場合とない場合とがある。いもち・ごま葉枯病斑の褐点

型に似ている。②，大きさ1～3mm,黒色，線～紡錘

形,周辺不明瞭。③，大きさ1～2cm,中央灰褐色周

辺黒色,紡錘型，葉鞘病斑に似ている。これらの中①型

は稲の刈取期近くなってから上位葉が発病した場合や，

6～7月水面に垂れている葉に認められる。②型は枯死

寸前の下葉や6～7月に水面に浮いている葉に認められ

る。③は自然発病では現在のところ認められない。①，

②型の病斑は一夜25｡C湿室に入れておくと多数の胞子

が形成されるが，葉が枯死してしまうと，菌核が形成さ

れる。形成部位は維管束の肩の柔組織内である。菌核の

大きさを他の部位に形成されたものとくらべて象ると第

2表に示すとおりである。

る菌核の周囲の水を一滴，スライド上に採集し，胞子の

有無を検鏡によって調査した。検鏡は一調査日当り40滴

について行なった。また葉鞘水際病斑の場合にはガラス

棒で病斑面をこすり，そのガラス棒に滴下した水滴をス

ライド上にとり，胞子の有無を検鏡によって調査した。

得られた結果は第3表に示すとおりである。

第3表菌核浮上田面水，葉鞘病斑上に
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この表からわかるように，水田水中に胞子の存在が認

められたのは7月1日からで，8月8日以降は検出頻度

も増した。しかし，1滴中の胞子は1～2コで少ない。

水際葉鞘病斑の場合は，7月21日以降から認められたが

多くはなかった。このように自然の水面の菌核に胞子が

かなり形成され，形成時期と胞子の空中飛散消長とがほ

ぼ一致することがわかった。これらの胞子が水田で高い

位腫にどのように飛散しているかを調べるために，胞子

を水面,10,30,50,70990cmの高度で採集し，気象

条件との関係を調査した。得られた結果は第4表に示す

とおりである。

第2表菌核の形成部位と大きさ

注：苗核3伽．の平均価

この表からわかるように，菌核の大きさは葉のものが

もっとも小さく，ついで葉鞘，ミ茸で，稗がもっとも大

きい。

4胞子回転捕集器を水田上高度1.3mに設匿して，

空中飛散胞子の年間消長について調査したところ，7月

第’半旬になると飛散の確認ができた。しかし7月中の

飛散数は少なく，採集数も不安定である。8月第2半旬

からは飛散数が増加する。とくにミゴなどに発生の認め

られる9月第2半旬からは飛散数は多くなる。

8月第4半旬以前の穂枯れ症発生前に飛散している胞

子の飛散源は，水面に浮く菌核，水際の葉鞘病斑ではな

いかと推定されたので，これらにおける胞子形成状魍を

鯛査した。まず直径5mmのガラス棒で水面に浮いてい

第4表胞子飛散と天候
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注：※日平均2.Om/B以下（高座2m)

※※日平均2.1m/s以上（高度2m) ウ？

この表からわかるように，採集される日数，採集数は

雨天晴天の風の強い日に多く，採集高度は晴天強風の場

合に高く，ついで雨天の場合であった。このことから，

胞子を高位瞳に飛散させるものは，風と雨のように考え鯛査した
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第5表乾燥方法と発芽率の変動

厄燥方法と時価

丁可弓
Ⅲ胞子による感染

稲体付着胞子の発芽,発病に対する水，湿度の影響，
出穂後の発病時期について知るために実験した。

1胞子の発芽と水との関係胞子の発芽について水

滴が必要かどうか知るために，発芽床をスライドとして

その上に胞子をおき，大型シャーレに入れ次の4区を作
った。①スライド上に水滴をおいた区，②湿度100%と

し，スライド面に露を形成きせ左区,③湿度'00％とし，
スライド面に水滴の形成をさせない区テ④湿度を硫酸に

よって98％とした区。このようにした結果，発芽率は①
区では76％,②区では7％，③と④区では0％で，水滴
内では発芽が非常によいが，たとえ湿度が100％であっ
ても胞子に水滴が接していない場合は発芽しなかった。

②区において僅かに発芽しているが，これは僅かに形成
された水滴に接触している胞子が発芽しているためであ
る。

水滴が胞子の発芽前，あるいは発芽後に乾燥してしま

い，その後再び水滴が付着した場合に，その後の胞子の
発芽はどうなるかについて実験した。実験方法は胞子を

水滴内に30,.120,240,480分間懸濁し，その後4，12

時間通風乾燥（湿度47％）し，再び8時間水滴に懸濁し

た場合の発芽率と発芽管長を測定した。その結果，懸濁

時間が僅か30分でも，その後の乾燥によって発芽率は，

無乾燥区の83～87％にくらべて4～14%と非常に減少し

た。また,240分以上懸濁すると，胞子は発芽するが，

発芽した胞子の水滴乾燥による生死のいかんを発芽管長
伸長の有無により調査した。この場合も未発芽胞子の場

合と同様に，発芽管の伸長は無乾燥区9.7～11.0煤に対
し，懸濁240分後乾燥区は1.0～1.2浬，懸濁480分後乾燥
区で4.0〆で，一度水滴が乾燥することによって発芽管
の伸長はほとんど認められず胞子は死滅するようであ
る。

水滴の乾燥方法によって胞子の生死が変ってくること
はないか，即ち乾燥後高湿度下におかれた場合には死滅

することはないのではないかと考えられたので，胞子の

懸濁時間を10,30,120,240,480分の5区を作り,各
之についてその後の乾燥を4時間行なった。この乾燥方

法は最初通風乾燥（湿度47％）し，残りの時間は100％

湿度の大型シャーレ内においた。この通風乾燥と多湿室

内保持時間の組合せは第5表に示すとおりである。

乾燥後は再び水滴に胞子を懸濁させ，発芽率あるいは

発芽管長の伸長で生死を調べた。懸濁時間は10時間であ

る。得られた結果は第5表に示すとおりである。

この表からわかるように，水滴内懸濁時間が10分間の

田
－
０
０
０
０
０
０
－
０
３
１
，
１
１

注：※乾燥初め時餌査

※※12時間,16時間後凋在

場合には通風乾燥時間30分までは発芽率が高く，120分

から急激に減少している。水滴内懸濁時間が30分の場合

は通風乾燥時間10分間の場合のみ発芽乾燥が高かった。

水滴内懸濁時間が120分以上になると，通風乾燥時間が

いくら短かくても発芽率は低く，胞子は死滅してしま

う。

2接種水滴の存在時間と発病接種後懸濁水滴の存

在時間と発病との関係を知るために，出穂後15日の稲と

出穂後25日の稲に噴霧接種した。接種温度は26｡Cで，

ビニール箱内を湿室とし，その中に6，15，24，48，72

時間保った。調査は接種14日後にミゴの発病率について

行なった。その結果，出穂後15日接種時間が15時間以内

では発病は認められず，24時間で2％，48時間で12％，

72時間で型7％であった。出穂後25日接種では6時間以内

では発病がなく，15時間で2％，24時間で18％，48時間

で72％，72時間で98％であった。この結果から，出穂か

らの日数が多いほど，水滴の存在時間が短かくても発病

がゑらｵt‘る。水滴存在時間は出穂15日後では72時間，出

穂25日後では48時間あるとかなりの発病が認められる。

では，接種水滴が接種途中で→度乾燥し，再び水滴が

一 －－．－＝..P一画6.．巳.－
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第7表出秘後日数と接種による発病穂率着いた場合に発病はどうなるか，出穂期のホウネンワセ

を止葉をつけて第1節下から切穂し，パットに横たえ，

これに胞子を噴霧接種し,25｡C湿室に所定時間放腫じ

た。湿室内時間は3，6，9，12，18時間とし，この各時

間後に水滴を乾燥させた。この乾燥時間は6時間であ

る。その後再び水を噴霧して表面に水滴を形成させ，24

時間湿室に保った｡対照区は乾燥させることなく継続湿

室内に24時間保った。このようにして得られた結果は第

6表に示すとおりである。
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Ⅳ 考察

穂部が小黒菌核病菌に侵されることは，確実である

が，穂の高い位腫を考慮すると，水際葉鞘のように菌核

が伝染源になるとは考えられない。そのため伝染源はど

こにあるか，あるいは何かということは興味があり，十
1）

分に明らかにしなければならない。茨木は胞子をミゴに

接種し，その病原力のあることから，胞子は伝染源にな

り得ることを報告している。著者らは本試験において，

想定される伝染源について稲の全生育期間にわたり，調

査してきたが，菌核は高位置まで飛散しないことから伝

染源とはなりにくく，葉鞘，葉に形成された胞子は高位

飛散の可能性があり，また水面に7月中旬以降かなりの

数が形成されていることから伝染源となることが予想さ
れた。このような胞子の高位飛散をおこさせる気象要因

は風と雨であることが推定された。一方止葉葉鞘では菌

の潜伏期間が短かく,かなり容易に発病する｡茨木&胞
子により直接ミゴが発病する以外に止葉葉鞘が発病し，

それからミゴに発病するる経路もあるように報告してい

るが，著者らの自然下の観察からすると，止葉葉鞘や葉

の病斑の発生時期はミゴとほぼ同一時期であること，止

葉葉鞘に病斑がなくてもミゴが発病していたり，逆に止
葉葉鞘が発病していてもミゴが発病していない場合があ
ることなどからして，少なくとも早期段階における直接

の接触感染は少いと思われた。またミゴの発病部位を葉

節部との位歴関係から調査した結果では，葉節に接する

部位に発病する場合がかなりあった。これはこの部位に
水滴がたまりやすく，乾燥しにくいことに原因している
のではないかと思われた。

ミゴの発病は自然下では多雨時に増大することが観察

されているが，発病には接種懸濁水滴の存在時間永長い
ほど好条件で，存在時間が24時間以内では発病が少い°
そして接種懸濁水滴は菌の侵入前に乾燥してしまうと，
その後再び水滴を付けても発病はしてこないので,発病
には水滴の継続存在時間の長いことが必要である。この

原因の一つは，胞子の発芽に水滴が必要であり，胞子が

第6表接種水滴の乾燥と発病
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この表からわかるように，接種時間9時間以内では水

滴の乾操によって，その後再び水滴を付着させても発病

が認められない。12時間以上の接種時間区では，少数で

はあるが発病が認められる。これは水滴乾燥以前に既に

侵入していたものと思われる6

3発病時期穂枯れ症は出穂後いつ頃から発生する

ものか出穂期から1週間ごとに鯛査した。その結果，出

穂28日になって発病が認められた。このときの発病ミゴ

率は3％で，35日後鯛査で14％，40日後調査で35％，45

日後調査で45％であった。このように出穂後35日から急

激に増加し，かなり後期になって発生してくるもののよ

うである。そこで感染時期を一定にし，発病の時期を正

しく知ろうと，ポット栽培の稲に出穂期より5日ごとに

胞子を噴霧接種し，湿室に24時間保った後にとりだし

た。発病調査は接種10日後と45日後の2回行なった。得
られた結果は第7表に示すとおりである。

この表からわかるように，接種10日後調査において

は，出穂15日後接種のものから発録魂められ,20日後
接穂から発病が急増している。一方接種45日後調査で

は，発病率は低いが出穂期から発病が認められ，出穂15

日後接穂から急期している。この結果から，1感染発病は

出穂後遅くなるほど容易となるように思われる。




